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領域「表現」と小学校音楽科をつなぐ音遊びの可能性
─「マラカス作り」によるオノマトペ表現と協同性の成り立ちに注目して─

１ ．はじめに
平成29年 ３ 月に新たな幼稚園教育要領と学習
指導要領が告示された。今回の改訂では，平成
27年 ８ 月の「教育課程企画特別部会論点整理」１）

から平成28年12月の中央教育審議会答申２）へ至
る過程での議論を踏まえ，幼稚園教育から初等
中等教育を通じて育成すべき資質・能力の方向
性が明確に示された。
新幼稚園教育要領では幼小の円滑な接続を図
る観点から「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」が，具体的に「自立心」「協同性」「思考
力の芽生え」「言葉による伝え合い」「豊かな感
性と表現」などの10項目に整理され，幼児教育
の学びの成果が小学校と共有されるように，工
夫・改善が求められている。それぞれの項目は
個別に取り出して指導されるべきものではない
が，本研究では，幼児期の音楽活動の中で芽生
えた協同性が，子どもの成長に即した人間関係
の構築と関連しながら小学校での協働的な学習
へと繋がり，表現の深まりや創造性の広がりを
もたらすことを見通して，小学校音楽科の授業
内容を検討したいと考えている。
これまでに筆者らは，校種は異なるが同じ学
園内で音楽教育と表現教育に携わる者として，
幼稚園と小学校の子どもたちの育ちをつなぐ音
楽活動について研究を重ねてきた３）。わらべう
たや遊び歌，絵本を用いた実践では，幼児期か
ら小学校へとつながる音楽学習の素地の形成に
ついて示唆することができた4）。
こうした背景をふまえた本研究の目的は，領
域「表現」の音遊びからつながる小学校音楽科

での「マラカス作り」の授業を，子どもたちの
オノマトペ表現や協同性の成り立ちに注目して
分析・考察し，「自分のマラカスを用いてグ
ループでリズム表現を楽しむ」という指導題材
の可能性を探ることにある。
手作り楽器を題材とした保育や授業の開発研
究は，近年も盛んになされているが５），本研究
では楽器製作だけでなく，特に音色の質感やイ
メージを表すことのできるオノマトペを用いた
子どもたちの表現に注目し，マラカスの音探究
から他者と音やリズムをつないでグループ発表
に至る過程での協同性の育ちを通して，題材の
発展の可能性を捉えたい。

２ �．オノマトペの表現と協同性に注目すること
について
２． １　オノマトペと音象徴
言語活動において，音と意味・概念の個別の
結び付きは，多くの場合，恣意的であるが，特
定の音と特定の意味・イメージが結び付く例も
あり，この結び付きは「音象徴」と呼ばれる６）。
オノマトペは擬音語や擬態語のことであり，日
本語はオノマトペが豊富な言語である。
浜野（2014）は，日本語オノマトペが音象徴
的機能を組織的に体系化した語彙システムであ
ると述べ７），その構造を明らかにした。また，
オノマトペを使うメリットを「象徴化された一
般的語彙が流せないような情報を，短時間で流
せることである」として，その理由を「オノマ
トペが音の直接的なイメージ喚起力に頼ってお
り，しかも語彙を形成する様々の要素が意味の
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ユニットとしてつかわれている」からであると
述べている８）。浜野が述べているように，音と
意味が結び付いているオノマトペは，物事の様
子を文章化して説明するよりも，短時間に鮮明
な描写をすることが可能である。それゆえ言語
習得過程の子どもにも理解が容易であると言え
るだろう。
また，浜野は言葉のそれぞれの要素が音象徴
の機能と結び付いていると考え，オノマトペの
語根を「パン，パッ，パパッ，ガンガン，
ガーッ」などを形成するグループと「ピクリ，
ピクッ，ピクピク，ガタン」などを形成するグ
ループの ２種類に分類した。そして，前者の語
根を「パ」や「ガ」であるとして，CVタイプ
の語根（C は子音，Vは母音），後者の語根を
「ピク，ガタ」のように，CVCV タイプの語根
（子音，母音，子音，母音の連鎖より形成，た
だし，最初の子音がない場合もある）と呼び，
それぞれのタイプに従って，子音や母音，撥音
や促音ごとに音象徴の特徴を述べている９）。
本研究では，子どもたちが作ったマラカスの
音について，言語化したオノマトペを浜野の理
論に照らし合わせることにより，子どもたちが
どのような音の特徴に気付くことができていた
かを考察する。また，その先にどのような活動
へとつなげることができるのか，その可能性を
探っていきたい。

２ ． ２ 　教科書におけるオノマトペの扱い
小学校教科書におけるオノマトペについては，
森保（2014）がその出現状況を調査し，低学年
の教科書にオノマトペが多く用いられているこ
とを指摘している10）。オノマトペは物の認知を
容易にし，詳しい説明が無くとも端的に音や様
子を表わすことができることから，幼い子ども
に対して多く用いられていると考えられる。
小学校音楽教科書においてオノマトペは，以
下のように，歌唱，器楽，音楽づくりのすべて
の内容で扱われている。
歌唱……歌詞（コンコン，チョキチョキ）
器楽……�口唱歌（ドンドン，ドコドン），楽器

の音（チーンチーン，シャンシャン）

音楽づくり……�なきごえやようす（ゲロゲロ，
ピョンピョン），楽器の音

これらのうち，歌唱のオノマトペは「こぎつ
ねコンコン」などのように作詞されたものであ
り，口唱歌に関しても「ドコドン」のようなす
でに慣習化されたオノマトペがあり，楽器の音
に関しても「シャンシャン」などのオノマトペ
が一般に用いられている。
小学校教科書の「音楽づくり」においては，
慣習的なオノマトペだけではなく，創造的に子
どもがオノマトペを声に出してみるという内容
も設定されており，「生活経験を思い出し，か
えるの鳴き声をまねする」（教育芸術社指導書
実践編 p.�23）などの内容は子どもにとってオ
ノマトペ選択の自由度がある教材であると言っ
てよい。決まっていることを言うだけではない
この「音楽づくりのオノマトペ」は，子どもに
とって「耳を使う」「聴こえたことを言葉に出
す」「遊びの中で様々な音があることに気づき，
その特徴を知る」創造的な活動であると言えよ
う。
しかし実際教科書では，高い声で「ケロケ
ロ」，低い声で「ケロケロ」など，主として
「音の高さの違いを感じ取る」という課題と
なっている。指導書には，お母さんかえるは優
しい声で「ゲロゲロ」（低），下から上へ「ぴよ
ん」（上行音型），上から下へ「ぴょーん」（下
降音型）などの具体的な記述がある。この教材
では，子どもに自身のオリジナルなオノマトペ
を発音させることを主旨としているが，実際は
見本を示したことで，一定のオノマトペが子ど
もに固定される結果となっているのではないか。
このように教科書の中には，文字や図になっ
たオノマトペの提示によって子どものイメージ
を固定することになっている例は少なくない。
基本的に，実際のかえるの声を「聴く活動」は
全く含まれていないので，上記「生活経験」と
してかえるとの触れ合いが少ない子どもは，本
当のかえるの声と結びつけることはできない。
「音楽づくり」へ発展させるためにオノマトペ
を用いるのであるから，実際にかえるがどのよ
うな声で鳴いているのか聴き，音象徴としての
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オノマトペを表現することが必要であろう。

２ ． ３ 　協同性の育ちについて
先にも述べたが，「協同性」は，幼小の円滑
な接続を図る観点から新幼稚園教育要領におい
て示された「幼児期の終わりまでに育ってほし
い10の姿」の １つである。もとより，それぞれ
の項目は個別に取り出して指導されるべきもの
ではないが，例えば，「協同性」は「友達との
関わりを通して，互いの思いや考え方などを共
有し，それらの実現に向けて工夫したり，協力
したりする楽しさや充実感を味わいながらやり
遂げるようになる」ことが望まれる内容とされ
ている。それはまた，同じく10の姿の １つとし
て挙げられている「豊かな感性と表現」におい
て「…感じたことや考えたことを自分で表現し
たり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，
表現する喜びを味わい，意欲をもつようにな
る」と示されている内容とも深く関連している。
こうした幼児期に育まれる資質・能力が，小
学校の各教科に応じた学びへと系統的につなが
ることが望まれるところであるが，具体的にど
のような活動が子どものいかなる力の習得につ
ながるかについては，幼児教育と小学校教育の
相互の側から捉えていく必要があるだろう。
本研究では，幼児期に育まれた子どもたちの
協同性が，「マラカス作り」の音探究からグ
ループ発表へと進む活動の過程で，どのように
協働的な学習へと移行していくのかを捉えたい。

３ ．幼稚園でのマラカス作りの保育実践
本研究では，附属小学校の「マラカス作り」
の授業を中心に考察を進めるが，京都幼稚園で
もこれまでに「手作りマラカス」の保育実践が
試みられてきた11）。本稿では，2017年11月 ４ 日
（土）に実践された年長児 ２クラス合同での
「マラカス作り」の取り組みと，園児の様子に
ついて述べる。
■マラカス作りに至るまでの経緯
年長クラスの子どもたちは，作品展のために
集めている廃材の容器に，幼稚園の近くの神社
で拾ったどんぐりを入れて遊んでいた。音が鳴

ることに気が付いた子どもたちが「楽器をつく
りたい」と言い出したので，担任教諭は「それ
ならば，他にどんなものをどんな容器に入れた
らどんな音が鳴るかな」と投げかけた。
子どもたちが提案した素材を，後日，担任教
諭が用意して「音の実験」をすることになった。
■マラカス作りでの子どもたちの様子
「実験」という
言葉が嬉しかった
らしく，子どもた
ちはとても興味を
持って，マラカス
作りに取り組んだ
（写真 １）。
ビー玉，アイロ
ンビーズ，どんぐり，砂，軽石，小豆，黒豆，
米，スーパーボールなどの中身を，ペットボト
ル，ドリンクヨーグルト，プリンカップなど大
きさの異なる容器に入れて，27種類のマラカス
を作り（写真 ２），音の実験を始めた。グルー
プごとにマラカスの音を披露して違いを話し
合った。

班活動では素材や鳴らし方も話し合いながら
進めていくことができた。 ５歳児ならではの活
動である。子どもたちはわずかな音の違いにも
意識を向け，耳をそばだてたり，「静かにしよ
うよ」と注意する姿も見られた。たくさんある
音の中から自分の好きな音を見つけ，さらに素
材がもっと他にないのかと，素材探しを始めて
いた。
振り方，持ち方，響き方の違いを楽しみ，体
を動かしながら鳴らしている園児もみられた。

【写真 ２】園児たちのつくったマラカス

【写真 １】�マラカス作りを楽し
む園児
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次回はみんなで合奏したいという意欲へもつな
がった。オープンデッキで活動したことが，他
学年の園児の興味をも引き出し，年齢に応じた
音遊びを行うことができた。

４ ．小学校でのマラカス作りの授業実践
４． １　方法とねらい
2017年 ９ 月15日，21日，22日に，筆者らは京
都女子大学附属小学校 １年生 ２クラスを対象に
して同じ内容の授業を行った。授業内容につい
ては， ７月 １日に執筆者全員で検討し，実践に
関わる詳細な計画については，後日岡林，坂井，
佐野が話し合い，授業実践者の山崎と岡林が綿
密な打ち合わせを行った。観察・記録は，難波，
南，坂井，佐野，岡林が交代で行った。
今回の一連の授業実践については，表 １のよ
うな題材を設定した。また，題材を構成する全
３時間の指導計画は，表 ２の通りである。

表 １　題材の設定

題材名 「自分のマラカスでオリジナルリズムを
作って，マラカス発表会をしよう！」

題材の
目標

⑴　自分のマラカスでいろいろなリズ
ムを作り，オノマトペで表現しなが
ら演奏を楽しむ。
⑵　拍の流れにのってタイミングを合
わせ，各自のリズムをクラス全員で
つなげる。
⑶　グループ毎に協働して発表に取り
組む。

題材設定の理由

　この題材は学習指導要領に示されている「音
楽づくりの活動」で低学年の内容となっている
「ア　声や身の回りの音の面白さに気付いて音遊
びをすること」と「イ　音を音楽にしていくこ
とを楽しみながら，音の仕組みを生かし，思い
をもって簡単な音楽をつくること」の両方に関
連している。具体的には，マラカスに入れる材
料の種類や量，マラカスの振り方などによって
音がどのように変化するのか試し，その音の違
いをオノマトペで表現する活動（ア）と，各自
でさまざまなリズムをつくり音色や強弱などを
工夫しながら，グループで協働してリズムをつ
なげたり，かけ合わせたり，重ねたりしてリズ
ム作品を作り，グループ発表する活動（イ）で
構成されている。
　この題材では「音楽づくり」の活動に絵本と
オノマトペによる表現を取り入れた。絵本には

３人の人物が登場し，それぞれの性格を反映し
たマラカス演奏を披露する様子が「チャッ
チャッ」，「シャカシャカ」，「カンカン」といっ
たオノマトペを交えながら描かれており，絵本
の読み聞かせを導入することで，一つのマラカ
スから様々な音色や強弱のリズム・パターンを
作ることができ，それが様々な表情をもたらす
ということを，子どもたちがより具体的にイメー
ジできると考えた。そして，自分たちのマラカ
スの音を絵本と同じようにオノマトペで表現す
ることで，その音やリズム・パターンを明確化
したり，その言い回しを工夫したりして新しい
音やリズムの表情を発見することが期待できる。
　このことは学習指導要領「指導計画の作成と
内容の取扱い」 ２の⑸のアに示されている「…
リズムや旋律を模倣したり，身近なものから多
様な音を探したりして，音楽づくりのための様々
な発想ができるように指導すること」という趣
旨にもかかわって，子どもたちが「音楽づくり」
の活動に豊かな発想を持って取り組むことがで
きるようにするための方策である。

表 ２　指導計画（全 ３時間）

時 ○ねらい　　・主な活動

第 １時

○�マラカスに入れる中身の種類（材質）
や量，マラカスの振り方による音の
違いに気づく。

・�教師による絵本の読み聞かせを楽し
みながら，一緒にオノマトペを唱える。

・�ペットボトルに様々な中身を入れて
マラカスを作り，音の違いや変化を
聴き取る。

・�自分たちのマラカスによる音やリズ
ムをオノマトペで表してみる。

第 ２時

○オノマトペで音を表現する。
・自作のマラカスの音を紹介する。
○�振り方を工夫して自分のリズムを作
る。

・�ワークシートに記入したオノマトペ
を発声してマラカスで表現し，全員
でかけ合う。

第 ３時

○グループで協働して，発表する。
・�グループごとに，メンバーそれぞれ
が考えたオノマトペのリズムと振り
方を工夫してつなげ，発表に向けて
練習する。

・�オノマトペとリズムの表現をつなげ
てグループで発表し，互いのグルー
プを聴き合う。

４ ． ２ 　第 １時の実践の様子
第 １時の導入として，『きょうはマラカスの
ひ』（文・絵：樋勝朋己，福音館書店，2013年）
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という絵本を紹介した。クネクネさんの家に
パーマさんとフワフワさんが遊びに来て， ３人
でマラカスの発表会を開くという物語である。
教師が ３人の登場人物の性格の違いを声色や話
す速さ，大きさなどを変えて表情豊かに読み聞
かせをしたことで，クラス全員が絵本の世界に
引き込まれていった（写真 ３）。絵本にはそれ
ぞれの登場人物の性格を反映した演奏の様子が，
絵だけでなく様々な色や大きさのカタカナ文字

のオノマトペで表
されており，その
場面ではマラカス
の音やリズムのオ
ノマトペをクラス
全員で声を揃えて
唱えた。

絵本による導入に続いて，教師がペットボト
ル（350ml 程度）に米粒やコーンを入れてマラ
カスを振ってみせ，その振り方や中身の量に
よって音がどのように変わるかを，子どもたち
に答えさせた。「シャカシャカ」，「ジャラジャ
ラ」などオノマトペを使った答えが多かったが，
「お米を洗っている音」や「速く走っている時
の音」，さらには「量が少ないと音が高くなっ
て，多くなると低くなった」といった答えも出
てきた。
その後， ５人ずつ ８つのグループに分かれて
米粒とコーン，ゼムピン，短く切ったストロー
の計 ４種類の材料が入った箱から各自が中身を

選んでマラカスを
作り，中身の種類
（材質）や量，マ
ラカスの振り方を
いろいろと試しな
がら，出てくる音
の違いを確認した
（写真 ４）。
また，友達同士
で聴き合ったりし
た（写真 ５）。
グループ活動を
充分に行った後，

３～ ４人の子どもを指名して，自分の作ったマ
ラカスで音を出してそれをオノマトペで表現さ
せた。
最後に，ワークシートを配付して，家にある
材料でマラカスを作り，自分で考えたリズムと
言葉（オノマトペ）を書き入れてくることを宿
題として第 １時を終えた。

４ ． ３ 　第 ２時の実践の様子
第 ２時では，子どもたちは自作のマラカスを
持参して授業が始まる前からマラカスを鳴らし，
楽しみにしている様子が窺えた。最初に，『きょ
うはマラカスのひ』の登場人物になって，教師
の真似をして「チャッウー，チャチャウー」な
どのオノマトペを発声しながら身体表現をして
楽しんだ。絵本にあったように，「チャッチャッ
チャッチャッ」では，手の位置を上からだんだ
んと下に移動して，その動きに伴って弱く発声
するなど，強弱の変化も見られた。
次に，各自で作ってきたマラカスを持ち，何
が入っているか，音とともに紹介した。様々な
大きさのビーズ，米粒，レゴブロック，大豆，
小豆，クリップ，どんぐり，ゴマ，色鉛筆など，
多様な中身が紹介された。教師は，複数の子ど
もが入れていた小豆やビーズについて，子ども
たちと量を見比べ，音が異なることに気付かせ
た。また多くの子どもたちが入れていたビーズ
については，中身の大きさによっても違いが出
ること，色鉛筆を入れていたマラカスは縦，横
方向の振り方で音が異なることを話した。
最後に，宿題のワークシートのオノマトペを
一人ずつ表現した後，子どもたち全員でかけ
合って楽しんだ。拍ごとに言葉を入れたため，
殆どの子どもは １拍ごとの表現であったが，中
には「ポン｜ガラガラ｜ポン｜ガラガラ｜ガ
チャ｜ガチャ｜ガチャ｜へイ！」のような拍を

【写真 ５】友達とマラカスの音を聴き合う

【写真 ３】絵本を楽しむ １年生

【写真 ４】�様々な振り方を試し
て音を確認する
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譜例 １は H 班の ５人のリズムをつなげたも
のである。児童 C は「ジャラン（縦）｜ジャ
ラン（縦）｜シャン（横）｜シャン（横）｜カ
ラン（縦）｜カラン（縦）｜シャー（トレモ
ロ）｜へイ！」というオノマトペを作り，「ジャ
ラン」は縦方向に，「シャン」は横方向に，
「シャー」はトレモロのように小刻みに軽く振
るという動きを伴い，オノマトペの違いを振り
方で巧みに変化させていた。
また，児童 E は「シャカ（縦）｜ジャカ

（横）｜ジャカ（横）｜シャカ（縦）｜パ（縦）
ラ（縦）｜ラ（縦）ラ（縦）｜ラ（縦）｜へ
イ！」と，「パラララ」の部分は １拍を ２分し
て軽やかな音と同期させて振り方を変化させて
いた。

４ ． ５ 　実践者による振り返り
山崎は実践者として今回の全 ３時間の取り組
みの過程で，毎時実践を振り返り，感想をまと
めた。そこには，子どもたちの活動に対する意
欲（第 １時④），努力や工夫を試みる姿勢（第
２時①，⑥，⑦，第 ３時③，⑥）が捉えられた。
また，実践者にとってもこの取り組みによって，
子どもたちへの新たな発見や気づきが（第 ２時
⑦，第 ３時④－ ６，⑥）もたらされたと言える。

二分した表現も見られた（図 １）。この児童は
レゴブロック入りのマラカスを手に持ち，「ポ
ン」は縦方向，「ガラガラ」は斜め，「ガチャ」
は横方向の動きというように，オノマトペの種
類によって振り方を変化させていた。他の児童
も，縦方向，横方向に加え，回転したり，もう
一方の手でマラカスを打ったりするような動き
が見られるなど，発想が非常に豊かであった。
しかしながら，全員がすぐに真似をするには，
オノマトペが多様であり，スムーズに次々に表
現をつなげるのは難しかったようである。

４ ． ４ 　第 ３時の実践の様子
第 ３時では，教諭から授業の最後にグループ
発表を行うことが告げられた。子どもたちは ５
人ずつのグループに分かれ，自分たちが作った
リズムを聞き合ったり，マラカスを鳴らす順番
を決めたり，意欲的に練習を始めた。また，友
達が演奏しやすいように楽譜を順次，指し示し
たりして工夫する姿や（写真 ６），リーダー的
な男児が，「みんな，リズムよくつなげて」「ぼ
くが『ハイ』と言ったら始めて」などと，言葉
で指示を出す姿もみられた。このように，グ
ループ活動においては，複数の子どもが同じ目
的を共有して協力し合う協働学習の姿が認めら
れた。

そして，それぞれのグループが工夫しながら
練習を重ねた後，発表が行われた。発表は，一
人が鳴らすと全員が真似をして鳴らすかけ合い
の形式で行われた。 ５人が順番に自分の作った
リズムをつなげてスムーズにかけ合えた班と，
途中で間が空いてしまう班があったが，子ども
たちは皆楽しそうに取り組んでいた（写真 ７）。

【写真 ６】友達の演奏する部分を指し示す

【写真 ７】グループ発表する子どもたち
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【図 １】オノマトペが記入されたワークシート

� ［譜例 １］グループ発表で演奏されたリズム� ［楽譜作成：南　夏世］
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表 ３　実践者の授業後の感想

時 実践後の感想

第 １時

①�両クラス共，絵本の読み聞かせに集
中し，楽しそうで反応がよかった。
オノマトペもリズムよく発声していた。
②�マラカスの提示では，お米やポップ
コーンなど，中身に興味をもつ子ど
もが多かった。小さな音を出してい
る時，よく耳をすませて聴くことが
できていた。量の違いによって音の
高低に気付いた子どもがいたのは驚
いた。
③�音の大小を少し大げさに実演したが，
子どもからは同じオノマトペしか出
ず，音とオノマトペをつなげること
の難しさを感じた。
④�マラカスづくりでは，皆が集中し，
ひとつ試したら，次のものへと自分
たちで判断して意欲的に活動してい
た。

第 ２時

①�家から持ってきたマラカスには，様々
なものが入っていたので面白かった。
入れる量も多い・少ないと工夫して
きた子どももいた。
②�１ 組からはこの絵本をもう １回読ん
でほしいという声があった。
③�１ 組では言葉と動きだけで発表して
もらったが，自分で作ってきたマラ
カスを持って，オノマトペを言ったり，
振りをつけたりする方がリズミカル
に発表できていたように思う。
④�考えてきた言葉が複雑で，プリント
の言葉を言うだけで精一杯な子もい
た。
⑤�教師が提示した言葉と動きは子ども
たちも喜んで楽しそうに活動してい
た。ただ，音の大小を演じたつもり
だが，マラカスを振ることが楽しく
なり，その表現ができていなかった。
⑥�聞こえた音をオノマトペにする時に，
縦や横に振って考えてきたのだとわ
かる言葉になっている子どもがいた。
⑦�マラカスを片方の手に持ち替えたり，
くるっと回してみたり様々な方法で
している子がいたことに驚いた。

第 ３時

①�教室に入ってくるときから，マラカ
スの学習が大好きな様子が感じられ
た。
②�１ 組では，絵本の表紙を見せると前
回と同様，「もう １回，読んでほし
い。」という声があった。
③�普段は ２人ペアくらいの活動が多い
ようで， ５人グループでの活動がで
きるかどうか不安だった。しかし，
子どもたちなりになんとかリズムを
つなげようと努力していた。

④�グループ発表がスムーズにいかな
かった原因としていくつかあげられ
る。
１．グループ活動の経験の少なさ
２ �．個人で考えてきたオノマトペの言
葉の難しさ
３．考えた動作の難しさ
４ �．声の小ささ（友達のオノマトペが
聞こえない）
５ �．オノマトペに付けた動作がとぎれ
ると，まわりの友達もできなくなる。
６ �．教科書のリズム学習では ４拍での
リレー経験しかなく， ８拍はできる
子とできない子とに差が生じた。し
かし，８拍くらいないとリズムリレー
として盛り上がりに欠けると感じた。

⑤�練習中に跳ぶ動作を入れていた子ど
もがいたが，最後の発表の中ででて
こなかったことが残念だった。

⑥�普段，あまり手をあげて発言しなかっ
たり，音楽が苦手な様子な子どもも，
自ら手をあげてマラカスの動作とオ
ノマトペをみんなの前で発表した。

５ ．考察
５． １ �　子どもたちのオノマトペ表現にみる特

徴
子どもたちが記入したワークシートのオノマ
トペと中身を集計すると，79名中32名がビーズ
類を入れていた。そのうち24名（75％）が
「シャカシャカ」「シャラシャラ」「シャンシャ
ン」のように「シャ」のつくオノマトペを記入
していた。「シャ」（sha）の語根の s は「抵抗
のない表面，順調さ，滑らかさ」を意味し，母
音の aは「軽い，小さい，細かいものが広い範
囲に動いたりして影響すること」を意味する12）。
オノマトペが音の特徴を反映していることは前
項で示したが，ビーズを中身とした子どもたち
は，軽く，小さく，細かいビーズの材質から生
まれる音をよく聴いて，オノマトペで表したこ
とが窺える。その他にビー玉や黒豆等を入れた
子どもは，「ガラ」「バラ」「ジャラ」などの濁
音のオノマトペを記入していた（ ７名中 ５名）。
重さの対立は語根の頭の阻害音の有声無声の対
立によって表されると言われており13），ここで
も子どもがビーズよりも大きく，重いマラカス
の中身の音をよく聴いていたことが捉えられる。
オノマトペが音象徴と結びつくことを子ども
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自身が体験し，音に対する感覚や自由に声を出
す感覚を得ることができれば，子どもの将来に
わたる素地となるに違いない。豊かな音楽づく
りのためには，音響的，あるいは視覚的に「イ
メージの元となるもの」が必要であろう。実際
の音や声を聴き，本物を見ることで生まれる驚
きや感動や気づきにこそ音楽づくりの本質があ
る。

５ ． ２ 　協同性の育ちから協働的な学習へ
幼稚園でのマラカス作りでは，担任教諭の

「他にどんなものをどんな容器に入れたらどん
な音が鳴るかな」という巧みな言葉の投げかけ
が，子どもたちの興味と探究心を引き出し，班
活動での話し合いも進められた。そこに ５歳児
ならではの協同性の育ちが窺える。
一方，小学 １年生のマラカス作りでは，子ど
もたちは先ずは個々に素材と対峙し，音探究を
始めた。素材の質，量，振り方などの違いによ
る音の質感を，感性を通して捉える段階である。
第 １時で振り方を探求する児童の姿（写真
４）がそれに当たる。自分の音としっかりと向
き合い，好きな音に出会うと，次には他者に聴
いて欲しい，他者の音を聴きたいとの思いが生
まれ，楽器づくりにおける協同性が芽生える。
友達とマラカスの音を聴き合う姿（写真 ５）が
それである。音，言葉，動き，体を媒介とした
友達との関わりによって，協同性が育つ。第 ３
時では，さらに， ５名の子どもたちが「リズム
をつなげてグループ発表する」という目標を共
有して協力し合う協働的な学習場面が展開され
た。 １年生では，教師が心配する（第 ３時③）
までもなく，幼児期の協同性の育ちから一歩進
んだ，協働的な学習が成り立つことが捉えられ
た。

５ ． ３ 　音遊びから音楽づくりへの可能性
本研究では幼稚園年長組と小学校 １年生にお
ける実践を取り上げたが，両者に通底している
のは，子どもが自ら試し，工夫して音を作り，
それらの経験をもとに音の特徴に気付くという
視点である。幼稚園では，自分の好きな音を見

つけ，生活の中から様々な素材を選ぶ音の実験
が繰り広げられ，振り方や持ち方による響き方
の違いについての気付きも見られた。小学校で
は音の特徴についての気付きをより明確に，客
観的に表現するためにオノマトペを用いて言語
化した。オノマトペの分析の結果，子どもたち
のオノマトペには，マラカスの素材との関連性
が認められた。また，オノマトペごとに振り方
の変化が見られたことからも，子ども自身で音
をよく聴いた上で，音を言語化していたことが
わかる。
ワークシートでは ８拍分のオノマトペを考案
したが，なかには拍を ２分割するようなリズム
も出現した。これも子ども自身で実際にマラカ
スを振ってみる中で出現したリズムであると考
えられる。さらに，拍にのって各自のリズムを
グループでつなげる音遊びへと発展した。子ど
もたちは全員が，自ら作ったマラカスに愛着を
持っており，これらはすべて，子どもたちのマ
ラカスへの強い関心によって引き起こされた活
動であると言えるだろう。

６ ．おわりに
本研究では，領域「表現」の音遊びからつな
がる小学校音楽科での「マラカス作り」の授業
を，子どもたちのオノマトペ表現や協同性の成
り立ちに注目して考察を進めた。子どもたちは
我々が考える以上に，多くの気付きや豊かな創
造性を有していた。今後も，一つひとつの実践
事例を丁寧に分析し，大学教育と幼稚園，小学
校教育の双方の質の向上を図ることを目的とし
て幼小接続の研究に取り組んでいきたい。
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